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平成24年4月1日付けで、第6代鹿児

島純心女子大学附属図書館長を拝命い

たしました坂井恵子です。思いもかけ

ない、また自らにとっては未知の分野

の責務を負わせていただくことになり

ましたが、課せられた職務に対しては

誠意を持って取り組んでまいります。

皆様のご指導ご支援のほどをよろしく

お願い申し上げます。 

 鹿児島純心大学附属図書館は、平成

6年4月に大学の開校と同時に創設さ

れ、創業期から前図書館長の犬塚孝明

現副学長の平成23年度まで歴代の方々

が図書館の発展・拡充に尽力されてこ

られました。 

 現在は、世の中が情報化社会に変貌

していく中で、図書館も従来の図書

サービス業務と並行して、電子媒体情

報を収集・蓄積・保存し、利用者の要

求に答えられるような体制の確立を目

指さなければならないという変革期を

迎えております。 

平成25年度の課題としては、 

第一に鹿児島純心女子大学附属図書

館が学生や教職員の皆様へもっと利用

していただけるようにすることです。

皆様の要望を遠慮なくお知らせいただ

けるよう願っています。 

第二に鹿児島純心女子大学の資料等

の出版物やデジタル情報を収集し保存

する基盤となるアーカイブシステムの

構築に向けて着手することです。 

第三に、デジタル情報化時代にあっ

て昨年ごろから一般化してきた電子書

籍等のデジタル出版物に関する対応に

ついてです。 

ところで、平成24年12月10日より国

立情報研究所のデータベースに学内刊

行物等を登録し、

学内外の方々に広

く刊行物が閲覧で

きるシステム“リ

ポジトリ”が始ま

りました。これに

より学内発刊論文

雑誌である紀要も

一般公開されまし

たので、今まで以

上にやりがいが出てくるのではないで

しょうか。 

一方では、学習や研究において、論

文・雑誌・記事検索サイトの利用の普

及をはかる為にミニ講習会を随時行っ

ております。現在はパソコンさえあれ

ば必要な情報を得ることが出来ます

が、学術的に確かな情報はその手段を

マスターして有効に活用されることを

期待しています。 

私は、現在図書館にある紙媒体の書

籍は手触りや装丁などに著者の息吹が

感じられ、デジタルには無い良さがあ

ると思います。図書館は学問的な本や

資料だけではなく、文学本や教養本も

たくさんあります。本には、映像とは

また違った詳細で内面を深く思考させ

るようなところがあります。自分の知

らない世界を間接的に体験したり、物

の見方・考え方など本から何か生きて

いくための智慧みたいなものが得られ

るような感動をたくさん味わっていた

だきたいものです。 

 図書館が皆様にとっていろいろな意

味で良きところと感じられるよう職員

ともどもベストを尽くしてまいりたい

と思いますので、よろしくお願いいた

します。  。                    

特集  探してみよう！ 
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 ここに紹介する書の冒頭に 「ちょっとし

んどいと、親が子どもをなげだし、子ども

は老いた親をなげだし、メーカーも商社も

信用を投げ出してしまう。ちょっとつらい

と、勤め人は会社をなげだし、国のリーダーまでもが、この

国を投げだした。困難のなか、なげださずに、ていねいに

生き抜く人たちを書きたいと思った。いのちの底力を、伝 

えたい。」とある。本書には、病気や依存症、災害、障害

などの大きな困難に直面した体験が掲載されている。こ

のような困難に直面した時、無理をしてまでも立ち向か

い、そして打ち勝たなくてもいい。ときには困難にのみこま

れ、立ち止まり、弱音を吐いてもいい。しかし、自分の弱さ

を素直に認め、受け入れる。そして、自分が自分であるた

めに、決してなげだしてはいけないものがあるはずである。 

 「頑張らない、けど、なげださない」…とてもいい言葉だと

思える。いろんな意味で力をもらえる本だと思う。   

             （看護学科 七 川 正 一） 

  

 何気なく手に取って読み始めた本です

が、どこを読んでも自分の生活にぴったり

あてはまり、そうそうと頷ける一冊です。 

 そのなかから２つを上げてみると、毎日

の生活はそれこそ雑用との戦いである。あれやこれや雑用

の処理に追われて午前中が過ぎ、気がつけば日が暮れて

いる。当然すべきことはテキパキ、能率よく済まさなければ

ならない。手際よく、そして素早く、このように「小まめに動

く」とは、常に適度なストレスを自分にかけ、心も体も活性

化しておくことである。しかし人間、いつもあくせくしていては

心も体も擦り切れてしまう。だから忙しい中でもときどき、

「ゆっくり・ゆったり」した時間が必要になってくる。2つ目は

努力をしていても最初はなかなか結果がでないが、あると

き、ふと気がつくと・・・ 思いがけないほどの実績となって

いる。たっぷりと積もっているのだ。これらは著者の人生観

でありますが「モタさん」の愛称で今現在、教育テレビで放

映されていて私たちの生き方を温かく見つめ直させてくれ

ます。是非あなたも手に取って読んでみてください。とても

役に立つ本です。  （健康栄養学科  木之下 道子） 

 日本のみならず、教育や福祉の先進国とい

われる北欧のいじめ事例を読むと、人が社会

生活をいとなむ限りいじめはなくならないものだ

と、つくづく思う。であるからこそ、いじめが原因の

事件を特殊なものと考えず「一般社会のルー

ルに従い刑事事件として解決せよ」というのが著者の主張であり、

その解決方法の一端として、警察や弁護士への相談などを紹介し

ている。現在いじめに悩んでいる児童、生徒やその保護者に参考

となる点は多いのでないだろうか。 

 学校とは、日本国憲法で定められた「三権分立」ならぬ「三権鼎

立」の世界である。学校が「校則」を作り（立法）、学校が児堂・生

徒の処分を決め（司法）、その処分を執行する（行政）、著者のいう

ところの「治外法権の聖域」である。 

  昨今何かと話題となる、いわゆる「モンスターペアレンツ」も、聖

域である学校という「ムラ社会」の「隠蔽体質」から生じたその「後ろ

めたさ」が、児童・生徒や保護者から「足をすくわれた」ものではな

かろうか。聖域の壁を作らない学校こそ「毅然として」モンスターペ

アレンツのいいがかりを拒み、「毅然として」いじめを解決できると

いうことであろう。    （ことばと文化学科 山根 真太郎） 

 村上春樹の小説を読む度に考える。訳の

分からない世界だが面白い。非現実的で何

が起こっても不思議ではなく、それでいて、

妙に筋が通っているようで説得力がある。だ

が、もっと確実につかもうとすると馬鹿をみる。この感じ、夢に 

似ている。 

 『ねじまき鳥クロニクル』の主人公の名前は岡田トオル。姓

は漢字で名前はカタカナ。ワタル、クミコ･･･登場人物は皆そ

うだ。個人的でもあり普遍的でもある存在。そういえばC.G.ユ

ングは心には個人的無意識と普遍的無意識の領域があると

述べている。彼の原型理論を基に『ねじ巻鳥クロニクル』を

紐解くと、見える、見える、もう１つの世界。失踪した妻を救

出するこの物語の裏に、“ペルソナ”に縛られた１人の女性

の“アニムス”が“影”に乗っ取られ、人生の危機を迎えた物

語や平凡な男が自分の“影”と対決し、“アニマ”を救出する

心の物語が。洋服ダンスにズラリと並んだ妻の服、荒れ果て

た庭、枯れた井戸、夜の電話などなど、場面設定やプロット

がパズルピースのように原型理論に当てはまる。もちろんパ

ズルは終わらない。人間の心はユング心理学より奥深いの

だ。              （大学院  成願 めぐみ）                         

『ねじまき鳥クロニクル』第1部～第3部 
          村上春樹著  新潮社 

『なげださない』  鎌田實著  集英社 

『いじめ加害者を厳罰にせよ』 
     内藤朝雄著 ベストセラーズ 

『「ゆっくり力」ですべてがうまくいく』 
      齊藤茂太著  集英社 
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『片づけられない女のためのこんどこそ！片づける技術』  

  池田暁子著 文藝春秋社 

 「片づけられない女のための…」この一文を見て、こ

れはまさに私のことだと、すぐさま手に取ってしまいま

した。さすがに著者の部屋のようまではいかなくても、

出した物は出しっぱなし、めんどくさいことが大嫌いな

私に片づけるためのヒントを教えてくれ、片づけようと

思うきっかけをつくってくれました。また著者に共感す

る部分も多々あり、片づけの途中で疲れてぼーっと     

      しているうちに日が暮れているなど、「ある、ある～。」

と思いながら楽しく読みました。冷蔵庫で人参のミイ

ラまでつくってしまったほどの著者が、ちゃんと生活が

できるようになるくらい部屋をきれいにしていたのを見

ると、「私にも絶対できる」と思えてくると思います。ま

たこの本には、片づけた後の続編のような感じで「必

要なものがスグ！にとり出せる整理術！」というもの

も出版されているので、一緒に見てみるのもオススメ

です。         [こども学科2年  根角 咲季]  

『僕の死に方：エンディングダイアリー500日』  

  金子哲雄著 小学館 

  私がこの本を読もうと思ったきっかけは、流通

ジャーナリストでありコメンテーターとして活躍されてい

た故金子哲雄さんが死に対してどのような受け止め

方をしているのか、周りの人がどのように金子さんを

最後まで支えていたのかに興味を持ったからです。こ

の本の内容としては、突然の余命宣告からがん治療

と闘いながらも大好きな仕事をする姿や、がん治療

の現実、地域医療の実際、医師の対応、在宅終末医療の在

宅死の良い点などと看護学科で勉強している私にとっては非

常に学びのあるものでした。私はこの本を読んで、今までは

「死」というのは人生の最後であると考えていたが、人生の通過 

 点に過ぎないのではないかと思いました。「今」立ち止まって

も何も変わることはなく、時間が過ぎていくだけです。

「今」を一生懸命生きることに意味があるのだと思いま

した。また、周りで支えることは非常に辛く大変なこと

です。けれども、一番大変なのは本人です。その本人

の希望を叶えて意味のある毎日を一緒に過ごすこと

が支えとなるのかなと思いました。病院実習中の私に

とっては、たくさんの刺激を受け、傾聴・共感・受容が

どれほど大切なことであるかと再確認できました。 

 金子さんは、妻のために「死」の準備を自分で全うし 

 ました。 夫として人として素晴らしい人生の終わり方に、涙 

 なしでは読むことができず、深く感動しました。皆さんも是非

一度読んでみて下さい。     

                    [看護学科3年 吉見 雪子] 

『マーリー 世界一おバカな犬がおしえてくれたこと』  

  ジョン・グローガン著 早川書房 

  この作品を読む前に自分がイメージするラブラドール

レトリバーはまず盲導犬などで非常に重宝されている

ので飼い主にいつでも従順で賢い犬だと思いこんでい

ました。しかし、一度この本を読むとそのような先入観

は覆されることになります。マーリーという名の犬は子

犬の時から度が過ぎるいたずらが絶えず、飼い主をい

つも困らせていました。私はかつてハムスターを飼って

いました。まだ、私が幼かったということもあって乱暴に

接していたのも原因だと思いますがあまり長生きさせ

てあげられませんでした。動物を飼うという責任、命の

大切さに気付いていなかったことを痛感させられます。この本

を読むことによってマーリーは人以上に義理がたい動物だと感

じます。人は言葉には出さないにしろ与えてあげたのだから何

か返してもらえるなどの見返りを求めるようなことが

あると考えます。しかしペット特に犬とは不思議なも

ので、こちらが無償の愛を尽くせば、必ずそれに応

えてくれる気がします。単純に愛犬マーリーの一生

を描いたものではなく、ジョンたち家族の在り方や愛

情、友情といった人が生きてゆくうえで不可欠な

エッセンスをとても上手にまとめてあるので多くの読

者に愛されているのだと感じました。私もいつか犬

または何かしらの動物を飼う時にはこの作品の家

族のようにお互いを最高のパートナーだと思える容 

       易な関係を築いていきたいと思います。 

                  [健康栄養学科3年 福留 聖]                                     

『ひとりじゃない：自分の心とからだを大切にするって？』  

遠見才希子著 ディスカヴァー・トゥエンティワン  
 皆さんは遠見才希子さんという女性を知っています

か。彼女は医学生の時から、中学生や高校生を対象

に性の講演会を行っており、今は研修医として病院で

働いています。彼女は自分の悲しい経験から、今の中

学生・高校生に自分のようなつらい思いをしてほしくな

いという一心で「自分を大切にしてほしい」「男女の関

係は自分を必要として欲しい気持ちを満たすのに手っ

取り早いが、傷つく可能性も高い」「付き合うのは両性

だが、妊娠し、傷つくのは女性だ」というメッセージを 

一貫として伝えています。こうした彼女なりの言葉だからこそ、 

  聞いている人は「自分の心と身体は大切にしなければなら

ない」という重要なことに気付くことができるのだと思い

ます。この本は、遠見才希子さんが私たちに伝えたい

メッセージがたくさん詰まっています。また、彼女が中

学生や高校生に対して行っている講演の様子を知る

ことができ、どのような分かりやすい言葉や道具を

使って子どもたちに教えているのか、日本の性教育に

ついてとても考えさせられる本です。この本を通して、

皆さんの自分自身を大切にしようと思える気持ちがよ 

り一層深まればうれしいです。是非、読んでみてくださ

い。 

    [英語 コミュニケーション学科4年  畠中 彩里]         
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 みなさんは、図書館のオリジナルバッグを持っていますか？このバッグは図書館

の様々なイベントに参加して、スタンプを5個集めると貰うことができま

す。私は文献検索ガイダンス受講と空き時間に図書館で30分の配架ボラン

ティア、図書館クイズに回答し、スタンプを5個集めました。 

 今回は私が参加したイベントの中で、文献検索ガイダンス受講について紹

介したいと思います。文献検索ガイダンスは30分くらいの講座で、実際に

パソコンを使って、いくつかある文献検索サイトでの文献検索方法を学びました。

今まで文献検索サイトがあることも知らず、検索の方法も分かりませんでしたが、

ガイダンスを受講したことで、3年生の後期から始まる卒業研究で、論文検索をす

る際にとても役に立ちました。 

 文献検索ガイダンス受講のほかにもブックレビューを書いたり、創立のこころ展

示クイズに答えたり、貸出冊数が15冊でスタンプ１つが貰えます。まだバッグを

持っていない方は、様々なイベントに参加して、ぜひ図書館オリジナルバッグを

ゲットしてみて下さい。            健康栄養学科3年 久野 知美 
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 本学大学院では、院生がプレゼンテーションをするとい

う講義形態が主となります。そのため、発表に向けた準備

として図書館の本を活用しています。また、講義のレポー

ト作成の場としても図書館を利用しています。これから心

理臨床家となるために、広く“人間理解”という視点を持

ち、図書館の本を活用することで、心理学に加えてさまざ

まな分野の知識を深めていきたいと思います。 

    人間科学研究科 心理臨床学専攻1年 齊藤 和貴 

 子どもの頃わたしが住んでいた田舎の炭鉱町に図書館

などはなかった。いや、あったのかもしれない

が訪ねてみた記憶はない。小学校や中学校には図書室

くらいはあったはずだが、ほとんど記憶にない。学校での学

習以外は、もっぱら近所の同世代の子どもたちと外で遊んでいたように

思う。いまと違って自分たちで遊びを工夫して日が暮れるまで遊んだ。 

 高校時代は、故郷を離れてカトリックの神父になるための準備の生活

で、厳しい規律に守られ、読書にも読める本には制約があった。指導神

父の許可が必要であったからである。読書意欲の湧くはずもなかった。 

 図書館が身近になったのは大学に入り、さらに大学院に進んで、専門の学術書を図書

館にお世話になりはじめてからである。しかしその時には、学術書以外の書物を味わう

には時間の余裕がなくなっていた。 

 わたしには、いつからか、読書することは、その著者の長い知的、精神的な歩みの跡

を自分なりにたどる旅に思われる。その著者のみならず、その人が学び、影響を受け、

あるいは知的に闘ったすべての人々とその時代の遺産を、自分なりに辿る心の旅に思わ

れる。 

 学生の皆さんは、4年間という時間と大学図書館という場を持っているの

だから、存分にその旅を経験して欲しいと願う。   

 スタンプラリーに 

  参加しました！ 

 

 図書館を活用 

 しています！ 

竹山昭神父の

想い出essay
（こども学科・特任教授） 



鹿児島純心女子大学学術情報リポジトリhttp://kjunshin.repo.nii.ac.jp/ 

  

 機関リポジトリとは、大学等の研究機関で生産された研究成果を電子

的形態で各研究機関がそれぞれに構築し、学内外に公開することを目的

とした電子アーカイブシステムです。 

 本学では平成24年度、学術機関リポジトリ構築連携支援事業（国立

情報学研究所）の支援を受けて、機関リポジトリを開設しました。 

文献検索サイトの紹介 
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鹿児島純心女子大学学術情報リポジトリ 

ProQuest Research Library & ERIC 

ProQuest Research Library     http://search.proquest.com/ 
 文学から心理学に至るまで、多岐にわたる一般学術分野に、瞬時にアクセスできます。1971年以

降の5,000誌以上の出版物が収録され、そのうち約3,500誌以上が全文を提供。評価の高い学術誌、

業界誌、雑誌、新聞を多彩に盛り込んでいます。 

 

ERIC 
 米国教育省が後援する ERIC (Educational Resources Information 

Center) データベースで、豊富な教育関連の文献にアクセス 

できます。 ERIC には機関紙記事、会議文書や政府文書、論文、

学位論文、レポートなどが収録されています。  

CINAHL with Full Text 

CINAHL with Full Text      http://search.ebscohost.com/ 
  

   CINAHL（シナール）は、看護学の基本的なデータベース 

です。看護学だけでなく、生体臨床医学、健康科学、 

代替医学、消費者健康など、関連する17 分野にわたる 

文献も収録されています。 
 

CiNii 

CiNii（サイニィ） http://ci.nii.ac.jp/ 

  
 国立情報学研究所の論文情報ナビゲータ。 

学術雑誌、研究紀要などの論文記事検索が 

できます。電子図書館に採録されている学会

誌及び研究紀要は本文参照が可能。引用情報

も表示されます。 

医中雑誌WEB 

医中誌Web 
http://login.jamas.or.jp/enter.html 

 
 看護・歯学・獣医学関係の論文雑誌記事検索が 

できます。ログインIDとパスワードが必要ですの

で利用する方は図書館カウンターまでお越し下さ

い。  



確認画面に変わります。確認後、 

 

をクリック。完了！ 

Mｙ Library の使い方 ： 図書の購入依頼をするには？ 

図書館へ入れて欲しい本のリクエストができること、ご存じですか？ 

 但し多くの学生のリクエストに応えたいので1年間に1冊という制限を設けています。 

カードIDとパスワードを入力後 

「Login」ボタンをクリック 

カードIDとパスワードは 

各自異なりますので、 

図書館でお尋ね下さい 
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鹿児島純心女子学園 図書館OPAC WWW検索サービス  

             http://comet.k-junshin.ac.jp/opc/ 

図書購入・文献複写依頼の方法 

図書購入依頼 

 依頼する・履歴を見る  

 をクリック 
をクリック 

書名などの必要事項を入力し 

をクリック 



Mｙ Library の使い方 ： 文献複写・資料貸借を依頼するには？ 
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本学図書館に所蔵がない資料は他大学から借りることができます。 

論文のコピー依頼もできます。 

申込の際には、My Libraryをご利用下さい。使い方は「購入依頼をするには？」と 

同じ要領です。 

但し、料金（複写料＋送料）がかかります。学生が私費以外での申込を行う際は 

教員のサインが必要になりますので、My Libraryからの申込はできません。 

文献複写・貸借依頼の申込書をご利用下さい。 

 貸出利用統計 

2012年度貸出利用統計 クラス別総合貸出冊数 

2012年度貸出利用統計 クラス別一人当たり貸出冊数 



  

  昨年も思ったのだが、学生の図書紹介はおもしろ

い。学生一人一人の若々しい問題意識が伝わって

きて心地よい。それに、こんな本まであるのかという

本まで紹介してくれる。本学図書館の守備範囲は

思いのほか広いのである。ぜひ図書館に足を運んで

みて欲しい。ところで、本学図書館のデータベースは

他大学に勝るとも劣らないほどに充実している。加え

て、My Libraryの文献複写・資料貸借依頼機能は 

とても便利だ。データベースを駆使して目的の文献

を見つけたら、コピー＆ペースト機能を使って、あっ

という間に依頼ができてしまう。この他にも図書館に

はみなさんの研究を支える様々な機能がある。図書

館の多様な機能をしゃぶりつくしてもらえれば……と

願ってやまない。              （ＫＨ）  

 編集後記 
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★ ★ 

◆◆◆ 文献検索ガイダンスは 

                    随時実施しています ◆◆◆ 

 

  文献検索ガイダンス（データベース利用講習 

  会）は、クラス、グループそして個人での申し 

  込みにより随時行っています。 

     文献調査は大学での研究に欠かせないもの 

  です。大学生活の間にリサーチ能力を身につ 

  けると、卒業後にも役に立ちますよ。 

  スタンプラリーのポイントにもなりますので、 

  是非ご参加下さい。 

 

 

 

***2012年度の実施は以下の通りです *** 

 

・純大OPAC 3回  59名(ことば1年,看護2年, 健栄3年)   

・NDL-OPAC  2回    6名(健栄3,4年) 

・医中誌Web  4回   60名(看護3年,健栄3,4年,教員) 

・CiNii     7回 100名(ことば1年,こども4年,看護3年, 

                                                                    健栄3,4年,健栄教員) 

・J- Stage       3回  58名(看護3年,健栄3年,健栄教員) 

・最新看護索引 1回 46名(看護3年)      

・食品成分DB  2回 12名(健栄3年,教員) 

・ProQuest Research Library 2回 31名 
                                (ことば1年,全学科教職員,事務職員)        

・CINAHL with Full Text      2回58名 
                                (看護3年,看護教員,事務職員) 
    


